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祭囃子が和戸に響く夏祭囃子が和戸に響く夏
第47回和戸宿祭り第47回和戸宿祭り

第47回和戸宿祭りが9月14日開催されまし
た。昼は南中ソーランや子供神輿、ビンゴ大
会、夜は山車の巡行、銭太鼓の演奏、新成人神
輿や流し踊りで多くの人で賑わいました。7つ
の自治会が協力して開催された和戸宿祭り
は、今回も子どもから大人まで祭りを楽しみ、
盛り上がりをみせていました。	 地域支援課

学びを通して生きがいや仲間づくり学びを通して生きがいや仲間づくり
令和7年度みやしろ大学令和7年度みやしろ大学

三井住友海上火災保険株式会社三井住友海上火災保険株式会社
災害時における協定を締結災害時における協定を締結

みやしろ大学が9月16日、進修館で開催されま
した。明治安田生命保険 竹野さんから、血管
を大切にして健康を維持することや実際にか
かる医療費等の講演があり、参加者は熱心に
メモをとりながら聞いていました。参加者から
は、「入院費等の実情が分かり、予防に努めた
い」との声がありました。	 教育推進課

三井住友海上火災保険株式会社と災害時にお
ける「損害調査結果の提供及び利用に関する
協定」を締結しました。災害時、同社保険契約
者の被害調査結果を契約者同意のもと町に提
供いただくことで、罹災証明書の発行を迅速・
効率的に行い、被災者のいち早い生活再建を
目的としています。	 くらし安全課

「ひらひらと舞う手」でお見送り「ひらひらと舞う手」でお見送り
デフリンピックキャラバンカーデフリンピックキャラバンカー
全国を巡回中の東京2025デフリンピックキャ
ラバンカーが9月24日、宮代町役場にやってき
ました。集まった方たちは、横断幕を掲げ記念
撮影を楽しみました。デフリンピックは、耳のき
こえない・きこえづらいアスリートによる世界
大会で11月15日～26日に東京都などで開催
されます。みんなで応援しましょう！	 福祉課

日没時間が早まる時期に日没時間が早まる時期に
秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動
秋空の下、9月22日に東武動物公園駅西口に
て、令和7年秋の全国交通安全運動啓発キャ
ンペーンを開催しました。「秋の全国交通安全
運動期間中です」と声をかけながら、啓発チラ
シと啓発品の配布を行いました。歩行者も運
転者も、交通ルールを守って交通事故をなくし
ましょう。	 くらし安全課

宮代・杉戸の関係団体が集合宮代・杉戸の関係団体が集合
全国交通安全運動出陣式全国交通安全運動出陣式
スキップ広場で9月20日、令和7年秋の全国交
通安全運動出陣式が開催されました。宮代町
長、杉戸町長に対し、両町の交通安全母の会代
表者が埼玉県知事からの交通安全知事メッ
セージを読み上げました。　   くらし安全課
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